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は
じ
め
に

本
稿
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
大
阪
市
立
大
学
所
蔵
の
「
毛
利
公
下
賜
御
感
状
」

と
い
う
題
簽
の
付
い
た
巻
子
に
表
装
さ
れ
た
史
料
群
の
紹
介
で
あ
る
。
巻
子
に
は

二
五
点
の
文
書
が
表
装
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
一
六
世
紀
の
文
書
で
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
萩
博
物
館
所
蔵
の

楢
崎
家
文
書
（
以
下
「
萩
博
本
」
と
略
称
す
る
）
の
写
で

あ
る
（
以
下
、
「
毛
利
公
下
賜
御
感
状
」
は
「
市
大
本
」
と
略
称
す
る
）。
萩
博
本
に
は

な
い
も
の
が
二
点
あ
る
が
、
う
ち
一
点
は
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
五
三
・

楢
崎
与
兵

衛
（
以
下
「
閥

楢
崎
」
と
略
称
す
る
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
も
う
一
点
は
明
ら
か

な
偽
文
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
っ
た
く
の
新
出
史
料
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
こ
れ
ま
で

楢
崎
家
文
書
に
つ
い
て
本
格
的
に
検
討
し
た
論
考
は
な
く
、
若
干

新
し
く
わ
か
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
内
容
の
検
討
を
兼
ね
て
紹
介
し
た
い
。

楢
崎
氏
は
、
戦
国
期
備
後
国
の
領
主
で
、
近
世
に
は
萩
藩
士
で
あ
っ
た
。
弘
治

三
年
（
一
五
五
七
）
に
毛
利
元
就
・
同
隆
元
が
安
芸
国
衆
と
傘
連
判
契
状
に
署
判

し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が （
１
）、
元
就
・
隆
元
が
備
後
国
の
諸
領
主
と

名
を
連
ね
る
傘
連
判
が
あ
り （
２
）、
こ
れ
と
同
時
期
と
推
定
さ
れ
る （
３
）。
こ
こ
に
は

楢
崎

信
景
の
名
が
あ
り
、

楢
崎
氏
は
一
定
の
自
立
性
を
有
す
る
領
主
だ
っ
た
。

楢
崎
氏

に
つ
い
て
は
、
田
口
義
之
「

楢
崎
城
跡
の
総
合
調
査
概
報
Ⅱ
―
府
中
市
久
佐
町

楢

崎
城
跡
と
国
人

楢
崎
氏
―
」

（
４
）

と
同
「
備
後
楢
崎
氏
に
つ
い
て
」

（
５
）

が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
史
料
紹
介
と
合
わ
せ
て

楢
崎
氏
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

一
萩
博
本
と
市
大
本
の
関
係
に
つ
い
て

市
大
本
は
基
本
的
に
は
萩
博
本
の
写
で
あ
る
。
し
か
も
、
花
押
や
字
配
り
、
字

形
に
至
る
ま
で
忠
実
に
写
し
て
お
り
、
文
書
の
形
態
、
封
紙
な
ど
も
再
現
し
て
い

る
。
法
量
も
、
市
大
本
で
は
署
名
と
宛
所
の
間
の
空
白
が
大
き
い
場
合
に
、
こ
れ

を
詰
め
て
写
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
た
も

の
は
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
大
き
さ
も
再
現
し
た
も
の
と
言
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
市
大
本
は
萩
博
本
を
原
本
か
ら
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
萩
博
本
に

あ
っ
て
市
大
本
に
な
い
も
の
や
、
そ
の
逆
の
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
か
ら
同
一
一
年
に
か
け
て

萩
藩
が
編
纂
し
た
も
の
だ
が
、
閥

楢
崎
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
は
基
本
的
に
萩

博
本
か
ら
の
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
萩
博
本
に
あ
っ
て

閥
楢
崎
に
な
い
も
の
、
ま
た
そ
の
逆
の
も
の
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
市
大
本
、
萩
博
本
、
閥

楢
崎
の
三
者
で
収
載
し
て
い
る
文
書
が
若
干

異
な
っ
て
い
る
。
三
者
の
対
応
関
係
は
表
１
に
示
し
た
。
萩
博
本
に
つ
い
て
は
目

録
が
道
迫
真
吾
「
萩
博
物
館
所
蔵

楢
崎
頼
三
関
係
資
料
」

（
６
）

に
あ
り
、
ま
た
慶
長
五

―107―

� 史
料
紹
介
�

大
阪
市
立
大
学
所
蔵
の

�崎
家
文
書
の
写
に
つ
い
て

村
井
良
介



年
（
一
六
〇
〇
）
以
前
の
文
書
に
つ
い
て
は
『
山
口
県
史
史
料
編
中
世
３
』
（
以

下
『
山
口
県
史
３
』
の
よ
う
に
略
す
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

道
迫
氏
に
よ
れ
ば
、
萩
博
本
は
二
巻
か
ら
成
り
、
一
九
五
九
年
に
旧
萩
市
公
民

館
か
ら
萩
市
郷
土
博
物
館
（
現
萩
博
物
館
）
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
前
の

旧
蔵
者
は

楢
崎
マ
ツ
氏
で
あ
る
と
い
う
。
巻
一
に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

が
戦
国
期
の
も
の
で
、
巻
二
に
収
め
ら
れ
た
文
書
は
す
べ
て
幕
末
以
降
の
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
『
山
口
県
史
３
』
は
慶
長
五
年
ま
で
の
も
の
し
か
掲
載
し
な
い
方

針
の
た
め
、
巻
一
の
そ
れ
以
降
の
文
書
五
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
五
点
の
う
ち
慶
長
六
年
の
毛
利
宗
瑞
（
輝
元
）
直
書
は
市
大
本
に
も
あ
る

が
、
そ
れ
以
降
の
四
点
（
目
録
整
理
番
号
の
巻
一
―
二
六
～
二
九
。
以
下
、
「
萩
博
本
二

六
」
な
ど
と
示
す
）
は
市
大
本
に
は
な
い
。
萩
博
本
二
六
の

楢
崎
景
好
申
状
写
に

は
「
私
事
大
坂
御
引
分
之
時
被
召
出
」
と
あ
る
か
ら
、
大
坂
の
陣
の
慶
長
一
九
年

か
ら
し
ば
ら
く
経
た
時
期
の
も
の
で
、
文
中
の
「
殿
様
」
が
毛
利
輝
元
を
指
す
こ

と
か
ら
、
輝
元
存
命
の
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

閥
楢
崎
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
萩
博
本
二
七
～
二
九
は
閥

楢
崎
に
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
二
九
は
と
も
か
く
、
二
七
・
二
八

の
、
寛
永
九
年
と
同
一
三
年
の
毛
利
秀
就
仮
名
書
出
は
、
『
閥
閲
録
』
編
纂
時
に

楢
崎
家
が
提
出
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
二
七
～
二
九
は
前
掲
の
道

迫
氏
の
論
考
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
大
本
は
慶
長
六
年
の
毛
利
宗
瑞
直
書
以
外
の
江
戸
期
の
文

書
を
写
さ
な
か
っ
た
か
、
そ
れ
よ
り
早
く
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

そ
れ
以
前
の
文
書
で
あ
っ
て
も
萩
博
本
か
ら
写
さ
れ
て
い
な
い
文
書
が
二
点
あ
る

（
萩
博
本
七
・
一
五
）。
一
五
は
閥

楢
崎
に
も
見
え
な
い
。

逆
に
市
大
本
一
四
は
、
閥

楢
崎
に
は
あ
る
の
に
萩
博
本
に
は
な
い
。『
閥
閲
録
』

編
纂
後
に
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
市
大
本
は
、
閥

楢
崎
で
は
「
御
判
」
と

な
っ
て
い
る
毛
利
元
就
の
花
押
を
写
し
て
お
り
、
閥

楢
崎
に
は
な
い
封
紙
上
書
も

写
し
て
い
る
。
市
大
本
は
他
の
文
書
も
忠
実
に
写
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
文
書
も

原
文
書
の
正
確
な
写
で
あ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
市

大
本
に
よ
っ
て
新
し
く
判
明
す
る
点
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
市
大
本
二
五
も
萩
博
本
に
は
な
い
文
書
で
あ
る
。
正
慶
二
年
（
一

三
三
三
）
三
月
二
一
日
付
で
宇
多
加
賀
守
に
備
後
国
芦
田
郡
久
佐
村
地
頭
職
を
宛

行
う
高
師
直
奉
足
利
尊
氏
御
教
書
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
正
慶
元
号
の
使

用
、
高
師
直
の
花
押
、
従
五
位
下
武
蔵
守
と
い
う
署
名
な
ど
が
不
自
然
で
一
見
し

て
偽
文
書
と
わ
か
る （
７
）。
閥

楢
崎
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
楢
崎
家
の
系
譜
の
楢

崎
加
賀
守
豊
武
の
と
こ
ろ
に
「
従
尊
氏
公
賜
備
後
国
芦
田
郡
地
頭
職
、
依
住
備
後

国
久
佐
村

楢
崎
城
、
改
宇
多
称

楢
崎
」
と
あ
り
、
市
大
本
二
五
は
こ
の
認
識
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
偽
文
書
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
一
九
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
『
福
山

志
料
』
の
久
佐
村
の
項
に
は

「
芸
備

古
跡

志
ニ
正
慶
二
年
宇
多
加
賀
守
備
後
国

蘆
田
郡
地
頭
職

ノ
事
、
武
蔵
守

師
直

執
達
ノ
御
教
書
、

今
三
原

楢
崎
氏
ニ

ア
リ
、
楢
崎

先
宇
多
氏
ナ
リ
、
備
後
楢

崎
山

居
住
ノ
後
氏

ヲ
楢
崎
ト
改
ム
ト

云
」
と
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
足
利
尊
氏

御
教
書
は
備
後
国
三
原
の

楢
崎
氏
が

所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『

広
島
県
史

古
代
・
中
世

資
料
編

Ⅳ
』
（
以
下
『

広
島
県
史

Ⅳ
』
の
よ
う
に
略
す
）
に
は
三
原
地

区
の
文
書
と
し
て
「
三
原
城
城

壁
文
書
」
（
三
原
市

楢
崎

寬
一

郎
氏

所
蔵
）
と
「

楢

史料紹介
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表1「楢崎家文書」文書群比較表

文書名 年月日
毛利公下賜御感状 萩博物館所蔵楢崎家文書

『萩藩閥閲録』

巻53・楢崎与兵衛

№ 縦×横（cm） 目録整理番号 県史番号 縦×横（cm） №

毛利元就感状写 元亀元年11月6日 1 26.7×27.0 巻1-2 2 25.0×28.0

毛利輝元書状 （元亀2年）6月5日 2
17.6×37.6

（封紙22.4×9.7）
巻1-3 3 17.7×43.1 12

毛利輝元書状 （元亀4年）6月18日 3
16.3×37.7

（封紙18.9×8.5）
巻1-4 4 17.2×43.6 10

毛利元就・同輝元連署書状写（年未詳）10月2日 4 13.4×37.6 巻1-1 1 13.8×38.5 5

毛利氏老臣連署書状 （元亀4年）6月18日 5
16.3×37.0

（封紙19.0×8.4）
巻1-5 5 16.7×35.0 11

毛利輝元書状 （天正3年）11月6日 6
16.8×37.2

（封紙19.0×9.2）
巻1-6 6 17.0×38.0 8

毛利輝元書状 （年未詳）11月21日 7
17.0×36.7

（封紙18.9×8.9）
巻1-8 8 17.0×36.5 15

毛利輝元宛行状写 天正8年3月14日 8 26.6×36.4 巻1-9 9 27.5×38.5 16

毛利氏老臣連署書状 （天正8年）3月14日 9 27.7×37.6 巻1-10 10 25.8×40.3 17

毛利輝元書状 （年未詳）4月26日 10
26.8×37.5

（封紙25.9×7.1）
巻1-11 11 26.5×37.5 6

毛利輝元書状写 （年未詳）9月2日 11 26.8×37.4 巻1-12 12 27.2×45.0 20

小早川隆景書状 （天正6年）7月10日 12 16.8×37.7 巻1-13 13 17.0×38.5 2

小早川隆景書状写 （天正8年）8月20日 13 20.0×37.5 巻1-14 14 20.3×52.5 21

毛利元就書状 （年未詳）7月10日 14 26.8×36.7 3

毛利隆元宛行状 永禄4年2月28日 15
26.7×37.5

（封紙24.2×9.9）
巻1-22 21 26.0×42.5 1

毛利輝元・同元就連署書状（永禄9年）8月23日 16 16.9×37.6 巻1-17 17 16.5×38.0 4

毛利輝元書状 （天正2年）閏11月14日 17 16.4×37.8 巻1-18 18 16.7×45.5 14

毛利輝元感状写 天正10年6月19日 18 26.8×24.6 巻1-19 19 24.5×20.5

小早川隆景書状 （元亀3年）閏1月21日 19 17.8×75.3 巻1-20 20 17.8×80.0 9

毛利宗瑞直書 慶（長）6年11月25日 20 16.7×36.7 巻1-21 33.0×51.5 19

毛利輝元書状 ※ （元亀4年）3月29日 21 26.8×37.2 巻1-23 22 26.5×71.0 7

毛利輝元宛行状 （天正13年）2月15日 22 26.8×37.4 巻1-24 23 28.0×40.5 18

毛利元就書状 （年未詳）6月29日 23 15.7×36.2 巻1-16 16 16.0×38.0

小早川隆景・吉川元春連署

書状写
（天正8年）4月17日 24 26.8×37.6 巻1-25 24 27.8×40.5 22

足利尊氏御教書 正慶2年3月21日 25 26.8×37.6

毛利輝元書状 （天正3年）11月6日 巻1-7 7 17.0×38.0 13

毛利輝元書状 （年未詳）2月4日 巻1-15 15 27.0×41.0

楢崎景好申状写 （年未詳）9月18日 巻1-26 26.0×110.5 23

毛利秀就仮名書出 寛永9年1月1日 巻1-27 32.6×46.5

毛利秀就仮名書出 寛永13年8月28日 巻1-28 32.6×47.1

毛利敬親申聞条々 慶応3年4月17日 巻1-29 37.6×55.7

萩博物館所蔵楢崎家文書の法量は道迫真吾「萩博物館所蔵楢崎頼三関係資料」に拠った。
県史番号は『山口県史 史料編 中世３』萩市郷土博物館所蔵楢崎家文書の文書番号。
※市大本は後欠



崎
文
書
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本

か
ら
採
録
し
て
お
り
、
文
書
点
数
か
ら
み
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
「

楢
崎
憲
蔵
氏
所
蔵
文
書
」
（
旧
三
原
城
々
壁
下
張
古
文

書
）
が
前
者
、
「

楢
崎
文
書
」
（
原
蔵
者
は
広
島
県
高
田
郡
三
田
村
の

楢
崎
圭
三
氏
）
が

後
者
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
前
者
は
三
原
城
城
壁
の
裏
に
貼
ら
れ
て
い
た
文
書
と
い

う
こ
と
で
、

楢
崎
家
の
伝
来
文
書
で
は
な
い
。
後
者
の
原
蔵
者
は
三
原
市
在
住
で

は
な
い
が
、
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
が
こ
れ
を
三
原
地
区
の
文
書
と
し
て
掲
載
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
三
原

楢
崎
家
の
所
蔵
文
書
と
判
断
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
か
。
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
の

楢
崎
文
書
の
解
題
で
は
「

楢
崎
氏
は
正
慶
二
年
（
一

三
三
三
）、
備
後
国
芦
田
郡
久
佐
村
地
頭
職
を
賜
っ
た
宇
多
加
賀
守
に
は
じ
ま
る
」

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

楢
崎
文
書
の
な
か
に
は
先
の
足
利
尊
氏
御
教
書
は
な
い

（
明
ら
か
な
偽
文
書
な
の
で
収
録
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
東
大
影
写
本
の
デ
ー
タ
で

は
文
書
一
四
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
一
三
点
で

あ
る
）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

楢
崎
氏
に
直
接
関
係
す
る
文
書
は
一
点
も
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
は
相
伝
文
書
で
は
な
く
蒐
集
文
書
で
あ
ろ
う
。

市
大
本
は
古
書
店
か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
来
歴
は
不
明
で
あ

る
が
、
仮
に
『
広
島
県
史
Ⅳ
』
の

楢
崎
文
書
が
、
『
福
山
志
料
』
の
言
う
三
原
の

楢
崎
氏
の
文
書
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
本
来
あ
る
べ
き
足
利
尊
氏
御
教
書
を
含

む
楢
崎
家
の
文
書
が
ま
っ
た
く
な
く
、
市
大
本
に
萩
博
本
に
は
な
い
足
利
尊
氏
御

教
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
大
本
は
も
と
は
三
原

楢
崎
家
が
所
有
し
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
推
測
を
重
ね
れ
ば
次
の
よ
う
に
も
想
定
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
三
原

楢
崎
氏
は
、
毛
利
氏
の
防
長
減
封
時
に
備
後
に
残
っ
た

庶
流
家
で （
８
）、
近
世
に
自
家
の
由
緒
を
主
張
す
る
た
め
か
、
惣
領
家
所
持
の
文
書
を

書
写
し
、
合
わ
せ
て
家
伝
に
基
づ
い
て
足
利
尊
氏
御
教
書
も
偽
作
し
た
（
し
た
が
っ

て
萩
博
本
に
は
足
利
尊
氏
御
教
書
は
存
在
し
な
い
）。
根
拠
は
薄
弱
で
あ
る
が
、
一
応

可
能
性
と
し
て
提
示
し
、
後
考
を
待
ち
た
い （
９
）。

二
市
大
本

�崎
家
文

書
の
紹
介
と

検
討

本
章
で
は
市
大
本
の
文
書
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
ま
ず
翻
刻
を
掲
げ
る
。

な
お
、
萩
博
本
も
確
認
し
て
『
山
口
県
史
３
』
の
翻
刻
を
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

ま
た
市
大
本
は
萩
博
本
に
あ
る
端
裏
切
封
上
書
の
墨
引
は
写
し
て
い
な
い
。

（
１
）
翻
刻

［
１
］
毛
利
元
就
感
状
写

今
度
於
備
後
、
謀
叛
人
悉
討
果
、
剰
神
辺
之
要
害
無
異
儀
取
返
、
一
国
及
平

均
事
、
貴

殿
之
働
無
比
類

段
、
忠
節

感
悦

ニ
候
、

仍
而
如

件
、

元
亀
元
年
十
一
月
六
日

元
就

（
毛
利
）

楢
崎
三
河

（
豊

景
）入

道
殿

［
２
］
毛
利
輝
元
書
状

（
封

紙
上
書
）

「
少
輔
太

郎

楢
崎
三

河
守
殿

輝
元

楢
崎
彦
左
衛
門
尉

殿
御
陣
所

」

急
度

申
候
、

元
就

（
毛
利
）事

俄
遠

行
不
及

是
非

候
、

雖
然

老
躰
之
儀

候
之

条
、

覚
期

之
前

候
、

向
後
之
儀
、

弥
不
相

替
可

申
談

候
、

乍
勿

論
可

預
御
入

魂
事
、
可

為
本
望
候
、
於
時
儀
重

畳
可
申
述

候
、
恐
々
謹
言
、
「
元
亀
二
年

（
付

箋
ヽ

朱
書
）六

月
十
四

日

七
十
五
才
」

六
月
十

（
元

亀
二
年
）五

日
輝
元

（
毛
利
）（

花
押
影
）

楢
崎
三

河
（

豊
景
）守

殿

楢
崎
彦
左

（
信

景
）衛

門
尉

殿
御

陣
所
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［
３
］
毛
利
輝
元
書
状

（
封
紙
上
書
）

「
少
輔
太
郎

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

輝
元

」

追
而
申
候
、
今
度
一
動
中
、
各
御
人
質
之
事
申
入
候
、
被
懸
御
意
候
者
、
弥

御
入
魂
可
為
本
望
候
、
然
者
来
五
日
下
着
候
様
、
可
被
指
下
事
肝
要
候
、
猶

天
野
雅
楽

（
元
友
）允
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十

（
元
亀
四
年
）八
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
４
］
毛
利
元
就
・
同
輝
元
連
署

書
状
写

一
筆
申
達
候
、
去
ル
頃
□
州
表
［

］
砌
、
御
方
御
事
御
苦
□ （
労
）之
段
、

令
祝
着
候
、
依
馬
一
疋
・
一
腰
・
樽
肴
□
進
□
、
猶
又
々
可
申
入
候
、
恐
惶

□ （
謹
）言
、

十
月
二
日

元
就

（
毛
利
）（
花
押
影
）

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
５
］
毛
利
氏
老
臣
連
署
書
状

「 （
封
紙
上
書
）

吉
川

口
羽
下
野
守

福
原
左
近
允

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

元
春
」

一
筆
申
候
、
備
中
表
去
春
一
行
之
儀
、
厳
重
雖
被
申
合
候
、
与
州
表
之
儀
付

而
相
延
候
、
無
曲
之
通
、
三
村

（
元
親
）・
庄 （
元
祐
）・
石
川

（
久
式
）、
其
外
各
申
事
候
、
然
間
来
月

十
六
日
輝
元

（
毛
利
）自
身
被
罷
出
候
、
一
廉
御
馳
走
此
節
候
、
兼
又
一
動
中
惣
国
人

質
可
被
懸
御
意
之
由
被
申
入
候
、
御
同
心
肝
要
候
、
迚
以
使
者
被
申
候
条
、
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不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十

（
元
亀
四
年
）八
日

元
春

（
吉
川
）（
花
押
影
）

通
良

（
口
羽
）（
花
押
影
）

貞
俊

（
福
原
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
６
］
毛
利
輝
元
書
状

「 （
封
紙
上
書
）

少
輔
大
郎

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

輝
元

」

態
申
候
、
新
見
表
頓
有
御
出
、
彼
表
即
時
得
太
利
候
、
併
旁
御
馳
走
之
故
本

望
存
候
、
御
辛
労
之
通
志
道
大
蔵

（
元
規
）少
輔
申
候
、
不
初
于
今
儀
候
、
猶
別
帋
令

申
候
之
間
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、

十
一
月

（
天
正
三
年
）六
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
７
］
毛
利
輝
元
書
状

「 （
封
紙
上
書
）

少
輔
大
郎

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

輝
元
」

態
申
入
候
、
今
度
備
中
表
之
儀
、
旁
以
御
馳
走
、
頓
隙
明
御
帰
陣
本
望
候
、

雖
不
始
儀
候
、
御
軍
労
更
難
申
尽
候
、
何
様
重
畳
可
申
述
候
、
猶
使
者
申
含

候
間
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、

十
一
月
廿
一
日

輝
元

（
毛
利
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
河

（
豊
景
）守
殿
御
宿
所

［
８
］
毛
利
輝
元
宛
行
状
写

連
々
御
馳
走
之
段
、
無
忘
却
候
之
条
、
任
御
愁
訴
之
旨
、
於
作
州
垂
水
三
百

貫
地
進
之
置
候
、
全
御
知
行
肝
要
候
、
仍
一
行
如
件
、
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天
正
八
年
三
月
十
四
日

輝
元

（
毛
利
）

楢
崎
三
川

（
豊
景
）守
殿

［
９
］
毛
利
氏
老
臣
連
署
書
状

連
々
依
御
馳
走
、
御
愁
訴
之
通
慥
申
聞
候
、
元
就

（
毛
利
）已
来
御
入
魂
之
段
、
無
忘

却
候
、
然
間
作
州
垂
水
五
百
貫
之
内
三
百
貫
之
地
、
被
進
之
置
候
、
先
以
惣

地
下
之
儀
可
有
御
裁
判
候
、
追
而
可
被
申
談
候
、
恐
々
謹
言
、

三
月
十

（
天
正
八
年
）四
日

隆
景

（
小
早
川
）（
花
押
影
）

貞
俊

（
福
原
）（
花
押
影
）

通
良

（
口
羽
）（
花
押
影
）

元
春

（
吉
川
）（
花
押
影
）

楢
崎
三
川

（
豊
景
）守
殿
御
陣
所

［

10］
毛
利
輝
元
書
状

「 （
封
紙
上
書
）

（
墨
引
）

右
馬
頭

楢
崎
三
河
守
殿
御
宿
所

輝
元
」

爰
元
長
々
御
逗
留
御
辛
労
之
儀
候
、
仍
彼
題
目
与
州
出
張
付
而
、
此
節
隆
景

（
小
早
川
）・
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